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Ⅲ 学校関係者評価委員会_結果  

茨城県立中央看護専門学校は、「令和７年度茨城県立中央看護専門学校の自己点検・自己評価結果報告書並びに

重点目標評価報告書」を基に、学校関係者評価委員会を実施しましたので、次のとおり報告します。  

  

１．学校関係者評価の概要と実施状況  

 (1) 評価体制  

  ＜学校関係者評価委員＞                   ＜学校側＞ 

外塚 恵理子  茨城県立中央病院看護局副総看護師長 高柳 久美 学校長 

箱守 千春 訪問看護ステーションやまびこ管理者 鈴木 剛 副参事兼教頭 

五島 浩一 茨城大学 市毛 啓子 教頭 

辻   武伺 茨城県立IT未来高等学校 学校長 野上 尚子 主査 

重原 裕美 笠間市こども部 こども育成センター長   

藤田 繁好 看護学科2年課程同窓会長   

渡邊 理恵 看護学科3年課程同窓会長   

齋  洋子 助産学科同窓会長   

 

(2)学校関係者評価委員会 

日 時  令和８年2月19日（木） 午前10時から11時20分 

場 所  茨城県立中央看護専門学校 講義棟 会議室B 

出席者  9名 関係者委員5名（外塚委員、五島委員、辻委員、重原委員、渡邊委員）、学校側4名  

欠席者  3名 関係者委員（箱守委員、藤田委員、齋委員） 

 

２．評価結果 （関係者評価委員全員から提出された重点目標の評価・意見の集計） 
               ＜評価基準＞ 4：とても良い 3：まあまあ良い 2：やや不十分 1：不十分 

（１）自己点検・自己評価について   平均：3.3ポイント 

・教育理念や学校運営管理、教育活動等、昨年度と比べ評価が高くなり、4年制に向け、目標を明確に日々活動した

成果の表れと思われる。 

・全体的に評価ポイントが上がっているが、教育活動の中項目で4.0が無いのが気になる。 

・全職員による教育の重点目標や運営方針の共通理解のもと、細かい点まで配慮の行き届いた教育が施されている。 

・学修面はもちろん、進路や生活面まで含めた学生への支援にも力を注がれている様子がうかがえ素晴らしい。 

・教育環境の整備の面で、今後ＩＣＴを更に整えていけると良い。 

・学校運営に関しては、安定した運営を管理職や教職員で実施対応されている。 

・4年制化に向けて検討、対応することが複数あると思うが、現状の体制でうまく運用されている。 

・教職員の休職者が生じたことによる業務負担の増大、コミュニケーション不足、協力体制が構築されなかった点に

ついて改善策を検討する必要性がある。しかし学生満足度調査の教育面では高評価であったため、教員のご苦労が

学生の学びに反映されていると思われる。 

・学校運営評価から取り組みが進められ、目標も概ね達成されていることがうかがえ、教育活動における育成面での

課題も整理されており、改善に向けた前向きな姿勢が示されている。 

・全体評価が昨年よりやや上昇していることからも学校としての取り組みの積み重ねの成果を感じる。今後も強みを

活かしながら、さらなる充実に向けた取り組みが進められることを期待したい。 

・学校運営や教育活動などで人員減による他への負担の増加は、現在はどの現場においても困難な問題となっており、

最終的には生徒への支援に影響が出てしまうと考えられる。 

・教える側が疲弊することなく安心して意欲的に教育できる環境へのアプローチが評価を上げるために必要。実習を

受け入れる現場も同様であり、人員の多さや内容の充実している施設に期間なども工夫して配置することも必要に

なってくる。 
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（２）重点目標の評価について    平均：3.4ポイント 

 ・社会の動向にも合わせ、教育内容・手法を工夫した取り組みで教育の質の向上につながっていると思われる。 

 ・4年制教育の移行を着実に準備し今後の教育体制が期待される。 

 ・目標５の職場風土が２ポイント台である。どの職場でも同様の課題があるため共に検討していきたい。 

 ・学生の主体的な学びが展開されていることが自己評価からも公開授業からも伺えた。教員の教育力向上につ

ながっていると感じる。 

 ・4年制教育への準備も着々と進められ期待が持てる。 

 ・教員の療養休暇に伴う業務負担増については、今後同じような事態が起こった場合を考えた制度の見直しや人材確

保を考えておく必要がある。 

 ・各重点目標に関しては、現状を踏まえると達成しているように見える。 

 ・今後は、ＩＣＴ化と教職員間のコミュニケーション強化が必要になる。さらなるＤＸ化の推進を期待する。 

 ・4年制に対応した教育内容に教員が円滑に移行できるよう、キャリアラダーや相談協力体制の構築などの課題への

取り組みを期待したい。 

 ・今回の評価から業務負担の偏りや人員不足を原因とする心身の疲弊が対話や協働、心理的安全性の確保に影響して

いるとの分析がされており、現状を率直に捉えた重要な視点であると感じとれる。 

 ・課題を共有し改善を図ろうとする姿勢を大切にしながら、安心して意見を交わせる職場環境の充実につながること

を期待したい。 

 ・重点目標５についての業務負担の軽減については、ＩＣＴの活用により軽減できる部分もある。業務をＩＣＴによ

り管理することで、人員不足や事務作業、書類の多さの負担を軽減していく必要がある。 

 ・心理的な負担に対しては、定期的な面談やカンファレンスにより問題点や本人の精神的なフォローをしていくこと

も必要である。 

 

（３）学校評価全体を通した各委員からの意見 

・保護者や地域の医療関係者等にも授業を参観してもらうなど、開かれた学校として努力されていることがよく分か

る。あたたかく整った教育環境（先生方を含み）の中で学ぶことによって、入学してから学びを重ねるごとに成長

していく学生さんの姿が見られ、心地よく感じる。 

 ・授業参観や保護者会への参加状況からも関心をもっておられることが伺える。教員の負担は大きいと思うが、学

生の状況を把握し学校と家庭の両方で支援できるよう継続した取り組みとなることを期待したい。 

 ・社会背景も変化が著しい時代であり、学生から新人教育にかけては継続的な教育が必要であり、実習を受け入れる 

側の課題もあると感じながら説明を聞いていた。 

 ・授業参観については、担当する先生方は緊張もするが、とても良い事である。保護者の評価という第三者の評価と 

いう視点でも継続してほしい。   

・教育経験が浅い教員については、当院との人事交流もあるなかで共に育っていければと思う。 

  ・評価会議は学校運営の中で大切なのであるが、他の学校の学校評価などを参考にするのも良いのではないか。自校 

が何をめざしているのか。そこを評価するという視点が必要である。教職員が何を頑張れば良いか明確に絞ること 

が必要である。重点目標の評価が大切なのではと感じた。 

 ・4年制になり、特にこの学校でどこを売りにしていくか、そこを明確にして､それに沿った評価をしていく必要があ 

ると感じる。公表しなければならないからとなると、先生たちも辛くなるのではないか。（自分もそうであった） 

・授業参観などに参加し、学生満足度調査でも高評価であることから、先生方が学生に寄り添っている場面を 

実際みているので、それが結果として評価されているのだと思う。 

・ＩＣＴの活用については、医療業界でも必要になっていると思うので、更に活用を推進できると良い。 
 ・はじめて評価会議に出席し、資料をみると細かい部分まで評価されていると感じた。 
 ・授業をみせていただいて、学生さんたちが生き生きとやっている様子が分かった。しっかりとした考えを友 

達同士でも楽しそうに話しており、雰囲気はすごく良いなと感じた。  
・先生方のコミュニケーションについては、学校組織としてはとても大切である。自身が赴任した当初は、職員室内 
にとても壁があったため、雰囲気作りだけでもしたいと思い、横に丸いテーブルなどを置いたり立ったままで会話 
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が出来るようにロッカーをならべて工夫した。お菓子などを置いたり、コーヒー飲みながら会話したり、そのよう 
な場所を作るだけでも違う。県の教育委員会で褒められ、視察なども来ている。生徒の居場所も大切だが、教職員 
の居場所作りも大切だと思う。今は生徒が自由に勉強したい場所、楽しくご飯を食べたい場所などを造り出してい 
る。森林組合からいただいた丸太を利用してテーブルを造り工夫している。 

・日頃の学校での様子をホームページにのせて、保護者に周知できるよう工夫している。 
・生徒に探求学習などで、次世代の医療についてアイディアなどを出してもらう工夫すると主体的な学習につながる 
のではないか。 

 ・先生方が丁寧に学生に関わっているのがよく分かる。ただ休職者が出ているという事ではコミュニケーションの面 
でどうだったのか、協力体制が構築されていなかったのか、そのあたりが課題なのかと感じる。 

 ・学生満足度調査では高評価を得ているので、先生方は本当に頑張っていらっしゃると思う。 
 ・キャリアラダーについても中堅教員の教育体制が必要ですし、心理的安全性が保てる環境の確保が必要であると感 

じる。 
 ・4年制の実習の調整をさせていただいているが、笠間市では細分化されているため、地域実習の中でどこを 

学びたいのか、どういう事業をまなびたいのかを明確にしていただけると良いかと思う。                                         
 ・先生方の業務の負担が多いというのは資料からみて取れる。学生さんに丁寧に関わっている分、ご負担があるのか 

とも思う。 
 ・コミュニケーションの課題は引き続き改善の取り組みを期待したい。 
 ・学生の実習受入については、病院の教育担当と力を合わせて改善に取り組みたい。   
 ・学校と保護者との連携がされていることで、学生の成長につながっていることが理解できた。 
 ・同窓会の立場として、新人看護師として3か月過ぎるころになると、自信を無くしてしまうこともあるので「学校 

に来てください」（ホームカミングデイ）などがあると学校側でもサポートしていただけると良いかと思う。 
 
 

 （４）学校関係者評価委員からの質問 
〇個人情報管理、AI活用に関することについては、どのように気を付けていくのか一緒に考えていきたい。 

  ⇒学校 今後、ＡＩ利用ガイドラインの作成を検討している。 
 

〇学生がコミュニケーション取りにくさとか特性がある学生の対応については支援員がいるのか？ 看護師 
という職業上、卒業までに自己理解までしてもらって看護師として継続できるような支援が必要であると 
感じた。 

  ⇒学校 担当の支援員はいない。学生相談のカウンセラーが2名体制でいるので、教員と連携しながら対応してい
る、カウンセリングでは、発達障害傾向の学生の学習面や実習面でも工夫の仕方などを、一緒に考えてく
れている。 

 
〇先生方の働き方改革ということで、時間外はどうなのか。 
⇒学校 自動的に計算されて、組織全体で確認できるようにシステム化されている。多い先生は月30時間の 

時もある。年間の行事等の時期にもよる。45 時間を超えると通知がくるようになっており、業務調整な
どを個別に対応している。 
 

〇保護者の授業参観は素晴らしい取り組みだと思う。支援が必要そうな学生さんの親などの参加率などはど 
 うなのか教えてほしい。 

  ⇒学校 支援が必要な学生には、日頃から学年教員が保護者と連絡を密に取っている。授業参観に参加後に時間を
持って面談をすることもある。学習面でも再試験が続く場合は、親に連絡をして協力をお願いしている。 
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Ⅳ 学校運営評価の総括 
＊今年度の学校評価自己評価・重点目標及び学校関係者評価委員の評価結果から得られた課題と次年度の 

取り組みについて 

 

本校の教育活動および学校運営については、教育理念のもと教職員が連携しながら取り組みを進めており、学生

満足度調査や公開授業の結果からも、学生一人ひとりに寄り添った教育が実践されていることが確認された。授業

においては学生同士の意見交換や主体的な学びが見られ、看護専門職として必要な思考力や判断力を育成する教育

環境が整えられていることが評価された。また、授業参観や保護者会の開催など、教育活動を外部に開く取り組み

を行い、地域や関係者との信頼関係の構築にもつながっている。 

一方で、教員の休職等に伴う業務負担の増加や人員体制の課題があり、教職員の心身の負担が大きくなっている

状況も指摘された。こうした状況は、教職員間のコミュニケーションや協働体制の構築にも影響を及ぼす可能性が

あることから、組織としての支援体制や業務の見直しが必要である。また、少子化の進行により学生確保がさらに

課題となる中、本校の教育の特色や4年制教育の魅力を継続的かつ戦略的に発信していく広報体制の強化も重要で

ある。 

令和8年度からは4年制教育が開始され、3年課程と看護学科が併存する過渡期を迎える。本校が地域医療を担

う看護職の育成拠点としての役割を果たしていくためには、教職員が互いに支え合いながら教育の質の向上に取り

組み、学生が安心して学べる教育環境を整備していくことが不可欠である。 

以上より、今後は本校の教育の魅力を積極的に発信し、地域社会から信頼される看護師・助産師養成機関として

発展することが期待されることから、組織的な協働体制の強化と教育力のさらなる向上を図ることが重要な課題で

ある。 



3年課程

1年生

3年課程

2年生

3年課程

3年生

2年課程

1年生

2年課程

2年生
助産

全体

平均

参考

R6年

(1) カリキュラムの科目構成は適切だと思いますか 4.45 4.31 4.12 4.09 4.35 4.26 4.10

(2) 時間割は履修しやすく設定されていますか 4.11 3.72 4.03 3.82 4.06 3.95 3.94

(3) 教員の講義は理解しやすいですか。 4.00 4.26 4.03 3.91 4.47 4.13 4.05

(4) 教員の演習は理解しやすいですか。 4.42 4.44 4.09 3.73 4.53 4.24 4.26

(5) 教員の実習指導は理解しやすいですか 4.53 4.03 4.15 4.00 4.18 4.18 4.05

(6) 教室内の照明･空調･音響機器の設備は整備されていると思いますか 4.03 3.23 3.67 3.82 3.88 3.72 3.43

(7) 演習室等の室内設備・使用上の環境は整備されていると思いますか 4.26 4.05 3.94 3.18 4.18 3.92 3.86

(8) 体育館の設備・使用上の環境は整備されていると思いますか 3.97 3.82 3.64 3.18 3.82 3.69 3.81

(9) 実習室の備品・設備・使用上の環境は整備されていると思いますか 4.39 4.15 3.94 3.73 4.29 4.10 4.05

(10)
図書室内の室内設備・学習スペース･図書の貸出・蔵書数・種類等

の整備状況に満足していますか
4.50 4.51 4.03 3.82 4.41 4.25 4.13

(11) 学内で交友関係を広げる機会はありますか 3.95 3.95 3.79 3.00 3.82 3.70 3.76

(12) 昼食環境に満足していますか 3.87 3.79 3.79 3.00 3.76 3.64 3.77

(13) 健康診断など健康面の支援に満足していますか 4.58 4.36 4.18 3.45 4.41 4.20 4.08

(14) カウンセラーによる精神面の支援体制に満足していますか 4.58 4.41 4.09 3.55 4.06 4.14 4.06

(15) 教員との面談により学習・メンタル面の支援に満足していますか 4.29 4.00 3.82 3.73 4.18 4.00 3.94

(16) 教員は話しかけやすい雰囲気ですか 4.37 4.26 4.09 3.82 4.41 4.19 3.99

(17) 就職情報の充実さや教員からの支援に満足していますか 4.16 4.05 4.03 3.55 4.18 3.99 3.88

(18) 国試対策の取組み・支援体制に満足していますか 4.26 4.00 3.94 3.73 4.41 4.07 4.01

(19)
修学資金･奨学金制度の紹介や授業料等の納付金の徴収猶予等の支

援体制に満足していますか
4.26 4.33 3.97 4.18 4.41 4.23 4.05

(20) 各種事務手続きや窓口対応に満足していますか 4.42 4.44 4.06 3.91 4.18 4.20 4.01

(21) 看護師に必要な知識と技術を学べていると思いますか 4.79 4.56 4.21 4.00 4.65 4.44 4.21

(22)
学校生活を通じて、教職員・友人等との出会いが人としての成長に

繋がっていると思いますか
4.63 4.56 4.15 3.82 4.41 4.32 4.20

(23)
学校生活を通じて、看護職を目指す者として成長できていると実感

できていますか
4.66 4.44 4.15 3.82 4.65 4.34 4.32

(24)
学校生活を通じて、将来のキャリアプランを描けるようになりまし

たか
4.34 4.26 4.03 3.73 4.47 4.17 4.08

(25) 総合的にみて、本校の学びや学校生活に満足していますか 4.47 4.49 4.09 3.91 4.29 4.25 4.17

39 38 37 10 19
38 39 33 11 17

97.4% 102.6% 89.2% 110.0% 89.5%

２

施

設

・

設

備

【令和7年度学生満足度調査結果】
① 調査における構成要素

 ｱ 学校の使命である「教育」に対する学生の満足度

 ｲ 教育をハード面から支える「施設・設備」に対する学生の満足度

 ｳ 教育をソフト面から支える「心身・社会的な学生支援」に対する満足度

 ｴ 学校生活を通した人との良好な関係形成、自己成長に繋がる機会など、総合的な満足度

② 項目と質問内容：構成要素4項目をふまえた、小項目25の質問内容とした。

③ 評価尺度：５.十分 4.やや十分 3.どちらでもない 2.やや不十分 1.不十分 〔昨年度より上昇は青字、低下は赤字〕

④ 調査期間：令和7年11月10日～12月12日

⑤ 調査方法：いばらき電子サービスによる入力フォームを利用（QRコードで読み取り）

⑥ 回 答 率：全体 95.1 ％ （  143 名中 138 名 各学科・学年の回答率は表の下部参照）

質問内容

１

教

育

面

３

学

生

支

援

４

学

校

生

活

学生数

回答数

回答率
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(1) カリキュラムの科目構成は適切だと思いますか

(2) 時間割は履修しやすく設定されていますか

(3) 教員の講義は理解しやすいですか。

(4) 教員の演習は理解しやすいですか。

(5) 教員の実習指導は理解しやすいですか

(6) 教室内の照明･空調･音響機器の設備は整備されていると思いますか

(7) 演習室等の室内設備・使用上の環境は整備されていると思いますか

(8) 体育館の設備・使用上の環境は整備されていると思いますか

(9) 実習室の備品・設備・使用上の環境は整備されていると思いますか

(10) 図書室内の室内設備・学習スペース･図書の貸出・蔵書数・種類等の整備状況に満足していますか

(11) 学内で交友関係を広げる機会はありますか

回答率

学 科

【令和7年度  学生満足度調査】総合結果

3年課程

1年生

39

38

3年課程

3年生

37

33

学生数

回答数

3年課程

2年生

38

39

89.2%97.4%

合 計

143

138

96.5%

2年課程

2年生

10

11

110.0%

助 産

19

17

89.5%102.6%

51人(32％)

十分

64人(40％)

やや十分

22人(14％)

どちらともいえない

1人(1％)

やや不十分

44人(27％)

十分

55人(34％)

やや十分
28人(17％)

どちらともいえない
10人(6％)

やや不十分

1人(1％)

不十分

49人(30％)

十分

63人(39％)

やや十分
22人(14％)

どちらともいえない

3人(2％)

やや不十分

1人(1％)

不十分

63人(39％)

十分

57人(35％)

やや十分
16人(10％)

どちらともいえない

1人(1％)…

1人(1％)

不十分

62人(39％)

十分

49人(30％)

やや十分
22人(14％)

どちらともいえない

4人(2％)

やや不十分

1人(1％)

不十分

34人(21％)

十分

46人(29％)

やや十分
41人(25％)

どちらともいえない

14人(9％)

やや不十分

3人(2％)

不十分

45人(28％)

十分

59人(37％)

やや十分
27人(17％)

どちらともいえない

7人(4％)

やや不十分

40人(25％)

十分

38人(24％)

やや十分
50人(31％)

どちらともいえない

8人(5％)

やや不十分

2人(1％)

不十分

54人(34％)

十分

55人(34％)

やや十分
25人(16％)

どちらともいえない

4人(2％)

やや不十分

71人(44％)

十分

44人(27％)

やや十分
21人(13％)

どちらともいえない

1人(1％)

やや不十分

1人(1％)

不十分

41人(25％)

十分

39人(24％)

やや十分
52人(32％)

どちらともいえない

4人(2％)

やや不十分

2人(1％)

不十分
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(12) 昼食環境に満足していますか

(13) 健康診断など健康面の支援に満足していますか

(14) カウンセラーによる精神面の支援体制に満足していますか

(15) 教員との面談により学習・メンタル面の支援に満足していますか

(16) 教員は話しかけやすい雰囲気ですか

(17) 就職情報の充実さや教員からの支援に満足していますか

(18) 国試対策の取組み・支援体制に満足していますか

(19) 修学資金･奨学金制度の紹介や授業料等の納付金の徴収猶予等の支援体制に満足していますか

(20) 各種事務手続きや窓口対応に満足していますか

(21) 看護師に必要な知識と技術を学べていると思いますか

(22) 学校生活を通じて、教職員・友人等との出会いが人としての成長に繋がっていると思いますか

(23) 学校生活を通じて、看護職を目指す者として成長できていると実感できていますか

(24) 学校生活を通じて、将来のキャリアプランを描けるようになりましたか

(25) 総合的にみて、本校の学びや学校生活に満足していますか

39人(24％)

十分

47人(29％)

やや十分
33人(20％)

どちらともいえない
16人(10％)

やや不十分

3人(2％)

不十分

67人(42％)

十分

48人(30％)

やや十分
22人(14％)

どちらともいえない

1人(1％)

やや不十分

71人(44％)

十分

35人(22％)

やや十分

31人(19％)

どちらともいえない

1人(1％)

不十分

49人(30％)

十分

52人(32％)

やや十分
33人(20％)

どちらともいえない

1人(1％)

やや不十分

3人(2％)

不十分

60人(37％)

十分

54人(34％)

やや十分
22人(14％)

どちらともいえない

2人(1％)

不十分

47人(29％)

十分

53人(33％)

やや十分
37人(23％)

どちらともいえない

1人(1％)

不十分

51人(32％)

十分

52人(32％)

やや十分
33人(20％)

どちらともいえない

2人(1％)

不十分

61人(38％)

十分

47人(29％)

やや十分
30人(19％)

どちらともいえない

65人(40％)

十分

46人(29％)

やや十分

26人(16％)

どちらともいえない

1人(1％)

やや不十分

82人(51％)

十分

44人(27％)

やや十分

12人(7％)

どちらとも

いえない

73人(45％)

十分

50人(31％)

やや十分

14人(9％)

どちらとも

いえない

1人(1％)

不十分

73人(45％)

十分

49人(30％)

やや十分

15人(9％)

どちらともいえ

ない

1人(1％)

やや不十分

54人(34％)

十分

61人(38％)

やや十分
21人(13％)

どちらともいえない
2人(1％)

やや不十分

62人(39％)

十分

60人(37％)

やや十分

15人(9％)

どちらとも

いえない

1人(1％)

不十分
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令和７（２０２５）年度 授業参観・保護者会結果 
今年度から助産学科・看護学科3年課程では、保護者参観授業および保護者会を開催した。学生の学修状況や

成長の様子、ならびに本校の教育内容・教育方針について保護者に理解を深めていただくことを目的として実施
した。授業参観では、学生が専門職として必要な知識・技術・態度を身に付けていく過程や、主体的に学習に取
り組む姿を共有する機会とし、授業参観後に保護者会を開催しでは、カリキュラムの概要、実習および国家試験
に向けた支援体制、学生生活に関する事項等を説明し、家庭と学校が連携して学生を支える体制づくりを図っ
た。本報告書は、各学科の実施内容および参加者のアンケートについてまとめた。 
 
１ 授業参観の実施内容 

 助産学科 
看護学科3年課程 

1年生 2年生 3年生 
月日 7月7日（月） 7月16日（水） 7月10日（木） 7月18日（金） 

科目 健康教育技法Ⅱ ヘルスアセスメント 成人・老年看護学 
援助論Ⅲ 臨床看護の実践 

単元 マタニティサイクルに
おける健康教育Ⅱ バイタルサイン測定 周術期看護過程 複数受け持患者の 

看護 
授業参観
参加者 5名 34名（28組） 29名 20名 

保護会 
参加者 5名 30名 20名 13名 

 
２ アンケート結果 （自由記載は、原文の通り記載） 

(1) 授業参観  助産学科 看護学科1年生 看護学科2年生 看護学科3年生 

Q1授業の内容は理解できたか？ 

①非常に理解できた  ４人 22人 7人 5人 

②理解できた  １人 8人 11人 5人 

③あまり理解できなかった  0人 1人 2人 0人 

＜意見＞  
・こまやかなポイントまで伝え、見守り、又アドバイスをしてくださっていてとても丁寧と思いました。基本を
しっかりと覚えさせるという大切なことと思いました。（看護1年）  
・昨晩、家族全員の血圧を測る姿に成長を感じました。（看護1年） 
・資料をもとにさらにわかりやすく説明されていてよかったです。（看護1年）     
・学生達が血圧測定をするのに細部まで指導されており、先生方の教えが素晴らしいと感じた。（看護1年） 
・介護の職についているので、私自身も大変勉強になりました。（看護1年） 
・学生に説明している最初の時間も保護者は後ろではなく、見える位置にしたほうがよかった。学生の背中しか
見えず、どのように教えているかわかりずらい。（看護1年） 
・参観中の保護者のおしゃべりがあると先生方に迷惑なのでおしゃべり禁止をお願いしたいです。（看護2年）  
・実践を中心にもっとみたかったです（看護2年） 
・プロセスの大切さ、相手（患者）の立場になって考える大切さ（看護2年）     
・事前に考えたことや計画を患者の様子と確認してどのようにサポート方法をまとめているのか参観できてよか
ったです。（看護2年） 
・同じ患者の条件で3年生との意見があるので言葉をたくさん出し合いそれをまとめていく大切さ、難しさ、頑
張ってほしい。（看護3年）         
・1日の全体業務を行う中で受け持ち患者さんの計画を立案➡展開することは当然のことなので昔は教えてもら
うことはなかった気がします。現代はココまで教えてもらえるなんてとても親切で感激しました。（看護3年） 
・優先順位、思考過程、アセスメント力等に力を入れており内容はよかったと思います。（看護３年）  
・演習の様子が見学出来て良かったです。細かく学校での様子がスライドを通して聞けて良かったです。（看護
３年） 
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Q2 学生の授業の様子は？ 

①大変成長を感じた  ３人 13人 8人 3人 

②成長を感じた  ２人 18人 12人 6人 

③あまり変化を感じなかった  ０人 0人 0人 1人 

＜意見＞ 

・血圧測定の手技はまあできているが、学生1人1人空気入れる握り方が違った。メトロノームはよいと思う。

（看護1年）  

・4月の入学式にはまだ高校生という子たちでしたが、演習が始まるころから緊張感もあり、表情も真剣で看護

学生になってきたと感じました。（看護1年）        

・入学式のころと比べるとみんなの顔つきが変わり、看護学生らしい表情になっていて3か月の間に成長したの

を感じました。（看護1年）         

・子供の真剣に授業を受けている姿に成長を感じました。また、友達とアイコンタクトをとっている姿がほほえ

ましかったです。（看護1年）        

・高校とは違う指導をしていただいている感じがとてもよかった。（看護1年）  

・みんな先生の説明を聞いて集中している姿を見て人の命にかかわる仕事なんだなと、子供の真剣な姿を見れて

よかったです。（看護1年）        

・学生たちは一生懸命に取り組んでおり、学びたいという意欲が強いと感じました。（看護1年） 

・自宅にて「モデルになって」と何度も練習していました。基礎固めをしっかりし、まだまだ甘いところがある

ので、強い意志で進んでいってほしいと思います。（看護1年）  

・グループワークは性格がよくわかるなあと思ってしまいました。わが子の様子を近くで見る勇気が出ず・・・

（看護2年）  

・言葉や対応が少しずつ看護師らしくなってきたと思いました（看護2年）     

・皆グル＾プ内で協力し合いながら一生懸命に取り組んでいる姿が見れてよかったです。（看護2年）  

・就職活動について、もう少し細かく聞きたかった。（看護2年）  

・プロセス、コミュ力の大切さ。自身の入院、実母の看護・介護思い出しました。（看護2年） 

・計画等をグループで話し合い、実行できることが繰り返しできているような感じがわかりました。（看護2

年）  

・グループで話し合いながら2人の患者様をとらえどのように援助していくのかを考えていました。実際に患者

様を見たときにペーパーからはわからない部分がみえてどうしたらいいか戸惑う部分も見え難しいなと感じまし

た。（看護3年）  

・シミュレーションをもう少し見たかった。（看護3年） 

・友達とコミュニケーションをとれていて考えてやっていると感じました。（看護3年） 

Q３ 今後取り上げて欲しいテーマ 

・分娩介助の授業が見たかったです。（助産学科） 

・テーマなどはないが、子ども達の姿が見られるのはとてもありがたいので、授業参観楽しみにしています。

（看護1年）  

・ストレッチャー・移動など（看護1年）        

・正直看護学校で授業参観をさせてもらえると思わなかったので、なんでも楽しみなのと、このような学生生活

を送っているかを知ることができて新鮮です。（看護1年） 

・演習はどれも楽しみですし、座学も気になります。解剖生理など（看護1年）   

・また実習風景がみられたら嬉しいです。（看護1年）  

・今日のようなシミュレーション、とてもよかったです！（看護２年） 

・人の気持ちや言葉の重み（がわかる授業）（看護2年） 

・症例の内容が前もって保護者にあるとどのような内容でやっているのかわかってよかったです。（看護3年） 



(2)保護者会 助産学科 看護学科1年生 看護学科2年生 看護学科3年生 

Q１内容は理解できたか。 

①とても理解できた  ３人 21人 13人 9人 

②理解できた  ２人 7人 7人 2人 

③あまり理解できなかった  ０人 0人 0人 0人 

Q２保護者会でもっと聞きたかったこと 

・特にありません。知りたかった事全て説明して頂きありがとうございました。（助産） 
・日頃の子どもたちの学習の様子が聞けて良かった（看護1年）      
・学ぶこと、自分で学習すべきこと、その仕方、大切なところを聞くことができてありがたいです。優先順位…
日常でやらなければと思いました。（看護1年）        
・学校生活の様子を写真付きで細かく説明していただきとても分かりやすかったです。（看護1年）  
・授業風景のスライドをみせていただきありがとうございました。購入した器具をどのように使用しているか知
りたかったので良かったです。（看護1年）        
・受験や採用割合も教えていただきありがとうございます。（看護1年） 
・就職状況（3年生）、国試、現状の学習状況など詳しく説明してくださりよかったです。 （看護1年） 
・現在の学生たちの現状など先生方とても努力をしてくださって頭が下がります。ありがとうございます。（看
護1年） 
・クラス費等今後かかる費用が知りたかった。（卒業まで概算でも構いません）お便りで構いませんのでいただ
けるとありがたいです。（看護2年）         
・進路のことやクラスのことがわかってよかったです。（看護2年）      
・授業参観・保護者会を又設けていただきたいです。（看護2年）      
・国試の合格ライン、就職試験時のポイント等も聞けて良かったです。（看護2年）   
・国家試験の状況が聞けて良かった。さらに強化すべきだと感じた。（看護3年） 
 

(3)その他 （学校に対してのご意見、ご感想） 

・特にありません（２名）。（助産学科） 

・娘の成長を見れて良かったです。ありがとうございました。（助産学科） 

・お会いした先生方がみなさんとてもあったかい感じでした。楽しんで通っている理由がわかりました。（助産

学科） 

・駐車場の準備をしていただくと助かります。（看護1年）       

・いつもこまやかにかかわっていただきありがとうございます。毎日ヘロヘロにつかれていますが実習も演習も

楽しくしていることが感じれてうれしく思います。これからもよろしくお願いします。このような指導を受けら

れる学生たちはとても幸せと思いました。卒業生が臨床に来た時にしっかり頑張れる子であることも、このご指

導のおかげであると日々感じています。本当にありがとうございます。（看護1年）    

・今後もきびしくよろしくお願いしたいと思います！（看護1年） 

・７月から実習が始まる。日製ひたちなか総合病院で実習ということで、車→電車で通います。実習日数も多い

ので、定期が利用できたらいいなと思ったのですが、１か月前の申請がないとだめだと言われたと言ってまし

た。できれば早めにこのようなことを教えていただけるとうれしかった。今後の実習もあるのでしっかりサポー

トしていきたいのに、些細なことでも教えていただけると経済的にもとても助かります。（看護2年）  

・ありがとうございました（看護2年）  

・実習の際、自家用車を持っている子に負担がかかっているような気がします。できるだけ乗り合いをしないよ

う学校で指導したほうがいいと思います。何かあってはと考えてしまうようです。（看護2年）   

・睡眠の大切さ、食育栄養面等、学校側から書面でいただけるとありがたいです。栄養学での母からの助言です

と食事が偏りがちになっています。1日の水分量（甘え、反抗等、おなかいっぱい）（看護2年） 



・先生方の大変熱心で丁寧なご指導に応えられるように保護者として協力していきたいと思いました。（我が子

はまだまだ足りず申し訳ありません）（看護2年）        

・寮生活を送っているため、日常的に子どもの話を聞く時間がとれませんが、学習や実習棟の様子が聞けて安心

しました。ありがとうございました。（看護2年）・入学式以来でしたので様子を見れて楽しかったです。ご指

導ありがとうございます。もう少し見守ってください （看護３年）     

・日々の丁寧な御指導に感謝しております。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。（看護３年）  

・学生に対して熱心に教育されていてうれしく思います。看護の仕事は大変なので現場で働けるよう厳しく行っ

ていただいて結構です。（看護３年） 
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